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非常時の迅速な連絡、確かな意思決定と対応を支援する
コミュニケーション基盤を提供

日頃から円滑なコミュニケーションを実践することは、ビジネスの生産性や効率性を高めるうえで大きなポイントです。
さらに、事故や災害など、不測の事態が生じた場合のコミュニケーションでは、迅速性と正確性が強く求められます。
緊急時の連絡漏れや情報の行き違いは、状況の的確な把握を妨げ、判断の誤りや対応の遅れを招く原因となります。
企業の社会的信頼にも大きな影響を及ぼすことは避けられません。
企業の危機管理体制を維持するにあたって、迅速・的確なコミュニケーションを実現する基盤の整備は、極めて重要です。

「使いやすく、確実に運用できる緊急連絡網（ホットライン）を速やかに構築する」
このようなニーズに対して、シスコはユニファイド コミュニケーションを基盤とした、
カスタム アプリケーションによるソリューションでお応えします。
それが「緊急通報・会議ソリューション」です。

緊急通報・会議ソリューション
シスコ & フォンアプリ



緊急時のコミュニケーション課題を解決する、
事故や災害などが発生したときの情報共有と意思疎通、意思決定を的確に行うには、さまざまな課題があります。
「緊急通報・会議ソリューション」は、そうした課題をスマートに解決し、企業の信頼を守る基礎となります。

下図のようなプロセスを確実に実行することが求められますが、
そこにはさまざまな課題が浮かび上がってきます。
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連絡漏れ
● 関係者、各部署への連絡を個別に行うため、
連絡漏れが生じてしまう

● 関係者への連絡がつかず、必要な判断を
仰ぐことができない

関係者へ一斉発信
● 緊急連絡先に登録されている人員、部署へ同時に発信して、
初動連絡の漏れを抑止

● 発信先の端末を強制的に呼び出し、緊急連絡である旨を告知
● 利用できる電話端末は IP フォン、一般電話、携帯電話に対応

情報の錯綜
● 情報の伝達経路が整理されておらず、
状況把握が的確に行えない

情報の伝達経路を整理
● 関係者、関係部署への連絡経路を
一本化して、情報の錯綜や混乱を抑止

対応の不備
● 関係者、各部署の招集に時間がかかり、
対応策の決定が遅れてしまう

● 連絡や会議の内容が議事録として残らず、
後日の確認や課題整理ができない

対応速度の向上、
チェック体制の強化
● 電話会議の実施によって、関係者の招集や
移動にかかる時間を削減

● システム発動と同時に通話内容をすべて録音
● 通話履歴は PC（Web）で検索および再生が可能

「緊急通報・会議ソリューション」は、関係各所への一斉発信（同報）と電話会議によって、
迅速かつ的確な連絡と意思決定を支援し、緊急時のコミュニケーションにおける数々の課題を解決します。
通話内容は自動的に録音され、後で PC 上で検索・再生することが可能です。

緊急事態
発生

「緊急通報・会議ソリューション」は、Cisco 
Unified Communications Manager
（CUCM）と、株式会社フォンアプリが開発した
「フォンアプリ アプライアンス サーバ」を組み
合わせたソリューションです。
フォンアプリ社は、シスコ IP フォンと連携した
「受付台システム」や「Web 電話帳システム」、
「レガシー PBX/PHS 連携システム」など、ユ
ニファイド コミュニケーションの活用範囲をさ
らに拡げるアプリケーション/ソリューションを
数多く開発しています。

Phone Appli Type 1
受付台システム

Phone Appli Type 2
Web 電話帳システム
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する、「緊急通報・会議ソリューション」

「緊急通報・会議ソリューション」の導入は、既存の IP ネットワークに、
Cisco Unified Communications Manager（CUCM）と、専用アプリケーション「フォンアプリ緊急通報サーバ」を追加します。
発信・受信する電話端末は、IP フォンのほか、一般電話や携帯電話など、ほとんどの電話をそのまま利用可能です

IT を利用した組織再編と業務改革を進めているツネイシホールティングス株式会社
は、生産性を高めると同時に、安全性の向上に寄与するシステム開発を柔軟に行える
コミュニケーション基盤として、シスコ ユニファイド コミュニケーション（UC）を採用
しました。
同社では、船舶およびドックでの災害や工期中の事故に対する保全を経営課題の大
きなテーマとしており、速やかな通報、確実な情報共有、適切な情報開示を実現する
ために、「緊急通報・会議ソリューション」を導入して危機管理体制を強化しています。
電話端末として、タッチパネルを備えたシスコ IP フォン（7975G）を各所に設置し、緊
急時には画面上のボタンをタッチするだけでシステムが発動。関係各所への一斉発信
を行い、迅速性、確実性の高い対応を実践しています。

●事故発生時の安全対策、および社内外とのコミュニケーション体制を整備
　

▲ ▲ ▲

緊急事態が発生した現場（桟橋、ドック、船舶）から関係部署への速やかな通知

●関係各所に対する状況報告の徹底と、通知漏れの排除
　

▲ ▲ ▲

複数の部署（安全部、広報部）などへの同報と、電話会議の実施

●通話履歴の自動録音、時系列での事実把握
　

▲ ▲ ▲

録音内容は PC 上で検索、再生可能

事故発生現場 安全管理部門

安全管理部門

電話会議
&通話
録音開始

関係各所への
コミュニケーションを

統制します。

こちら安全
救急車を手配します。

火災が
発生しました！

導入事例 ツネイシホールディングス株式会社

緊急通報/会議録音
アプリケーションサーバ

携帯電話
一般電話
03-XXXX-XXXX

一般電話

携帯電話
090-YYYY-YYYY 無線 IP フォン

広報担当部署

ボイス ゲートウェイ

> > > > > S o l u t i o nC i s c o    +    P h o n e  A p p l i

導入のポイント

緊急通報・会議ソリューション　構成図
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広報部
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サーバ
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緊急通報・会議ソリューション　仕様

Cisco Unified Application Environment（CUAE）は、シス
コ ユニファイド コミュニケーションで利用するサーバ ソフト
ウェアの総称です。シスコの協業パートナーやお客様自身による
カスタム アプリケーションの開発、管理、実行を可能にする統合
開発・実行環境となります。
パートナーやお客様はテレフォニー プロトコルを熟知する必要
がなく、「何をするか」「どのように処理するか」というアプリケー
ションの動作（ロジック）に集中した開発を行えることが特長で
す。また、多数の同時コールを並列処理する機能や、アプリケー
ションの種類／バージョン／ユーザ管理の機能も提供します。
顧客管理システムや生産管理システム、受発注管理システムな
ど、既存の情報システムとユニファイド コミュニケーションの橋渡
しを行うアプリケーションの開発を、よりスピーディに行うことが
でき、業務効率や生産性の向上をさらに進めることができます。

柔軟なアプリケーション開発の基盤　Cisco Unified Application Environment

ハードウェア ●CPU：Intel Xeon Dual,
●メモリ：2GB 以上、HDD：160GB 以上
※導入条件によって最適な構成でご提供いたします

ソフトウェア OS ： Red Hat Enterprise Server 4.0 ／
Tomcat、Apache、JRE

Phone Appli アプリケーション(一斉同報・簡易電
話会議・通話録音・履歴検索・コールバック・IP 電話
画面レイアウトなど）

Cisco Unified
Application
Environment

企業ディレクトリ

Cisco Unified
Communications
Manager（呼制御サーバ ）

IP 電話

アップロード

携帯電話 / Webブラウザ ソフトフォン Voiceゲートウェイ

データベース インスタントメッセージ Webサービス 各種アプリケーション

V

SQL SIP/
Jabber SOAP HTTP etc.

LDAP

www

Application Server

Media Engine
Application
Designer

0702-0812-05A-F

お問い合せ先
〒107-6227 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー　
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスコ コンタクトセンター
0120-092-255（フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間 : 平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/

シスコシステムズ合同会社
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● 構成コンポーネント

● フォンアプリ アプライアンス サーバ 構成

Cisco Unified Communications Manager

Cisco Unified Application Enviroment

フォンアプリ アプライアンス サーバ

シスコ ルータ

コミュニケーション サーバ（ver 6.1 以上）

シスコ アプリケーション サーバ

緊急通報・会議ソリューション用アプリケーション サーバ

外線電話、既存 PBX と接続する場合に必要

● 接続可能な端末 ● 想定される利用シーン

携帯電話

一般電話

シスコ IP フォン

PBXに収容されている構内電話

● 工場、倉庫等における緊急通報
● ショッピングセンターや商業施設での緊急通報
● 各拠点への一斉通報、朝礼など
● 市町村における緊急伝言
● 病院施設における危機管理
※緊急時に、役員や関係者の携帯電話をいっせいに接続して電話会
　議を開催。途中からの参加にも対応可能

外線電話経由で接続

外線電話経由で接続

内線網で接続

シスコ ルータ経由で接続


